











厚さは 6.8×102 mであり，これから求めた冷気の移動速度は 55 km h−1であった。この値は，レーダー








計期間 1915～ 2004年における 4月としての極
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　京都市における 2005年 4月 26日の気象状況について，京都地方気象台における気象要素（毎正時）
の時間変化を図 2に示す。この図に基づき，激しい気象現象発現前の 1200JSTまで，発現中の 1200～


















































1300 ～ 1500JST は 0.6 時間，
1500～ 1700JSTは 1.0時間で
あった。
降水量 なし。 3.5 mmの降雨があった。 1400JST以降なし。
風向 S～ SWであった。 SSWから NNWに変わった。 Nを中心に変動した。
風速
0800JST までは，平均風速
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には 20～ 24°Cにまで達した。ところが，園部では 1140JSTから，京都では 1210JSTから，京田辺で
図 2　これら 4地点における気象要素の時間変化（2005年 4月 26日），（a）海面気圧，
気温，相対湿度，1時間降水量，日照時間，（b）風向，風速。気象観測データは
『気象庁月報 CD-ROM（平成 17年 4月）』による。
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Ken Map Ver. 8を使用した。図 4　20分間気温降下量最大値の分布（負は降
下）。気温データは『気象庁月報 CD-ROM
（平成 17年 4月）』より引用し，白地図は
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京都 20.7 NW 1214
奈良 13.0 NNE 1317
彦根 23.2 WNW 1231
大阪 14.7 SSW 1203
神戸 16.4 W 1306
上野 22.7 NNW 1307
図 6　最大瞬間風速（ms−1）の分布。データは『気
象庁月報 CD-ROM（平成 17年 4月）』よ
り引用し，地図は Ken Map Ver. 8を使用し
た。
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2005年 4月 26日に京都市を襲った冷気と突風について 73
1200JSTには，その南端付近に強いエコーが存在している。このうちの一つが，京都市のすぐ北に存
在している。1300JSTになると，さらに南下し，奈良市のすぐ北に強いエコーが存在している。
　1200JSTのエコー強度分布図において，京都市のすぐ北に存在していた降雨強度 10～ 20 mm h−1の
降水セルが，1210～ 1230JSTに京都市で突風と急激な気温降下をもたらしたと考えられる。
　この降水セルの動きを詳しく調べるために，京都市付近のエコー強度分布図を 10分おきに図 9に
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74 2005年 4月 26日に京都市を襲った冷気と突風について
　なお，京都地方気象台における地上気象観測の記事（『気象庁月報 CD-ROM，2005年 4月』）によ
ると，1205JSTに北東 40 km以上離れたところで電光があり，1218JSTに北東 5～ 10 kmで雷鳴があっ
たが，これは図 8のセル Aによるものであろう。また，1222JSTに北 10～ 20 kmで落雷があったが，
これはセル Bによるものであると考えられる。
　次に，気象庁現業用レーダーによるエコー高度の分布を図 10に示す。この図によると，1210～










図 10　降水セルのエコー高度の分布，（a）2005年 4月 26日 1200JST，（b）1210JST，
（c）1220JST，(d)1230JST，『気象庁レーダー資料』による。
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　このときの総観場の状況を説明するために，地上天気図を図 13に，500 hPa等圧面天気図を図 14
















26日 0900JST），観測データはUniv. of Wyo-
mingの HPから引用。
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図 13　地上天気図（2005年 4月 26日 0900JST），
日本気象学会 HPより引用。
図 14　500 hPa等圧面天気図（2005年 4月 26日
0900JST），実線は 500 hPa面高度，破線は
等温線。『気象庁天気図平成 17年 4月 CD-
ROM』より引用。
図 15　700 hPa等圧面天気図（2005年 4月 26日
0900JST），実線は 700 hPa面高度，破線は等
温線。『気象庁天気図平成 17 年 4 月 CD-
ROM』より引用。
図 16　850 hPa等圧面天気図（2005年 4月 26日
0900JST），実線は 850 hPa面高度，破線は
等温線。『気象庁天気図平成 17年 4月 CD-
ROM』より引用。
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では，午前中に強い日射により気温が上昇し，地上と 500 hPa面の間の気温差が 40°C以上になった。
地上から高度 5 kmあたりまでの大気層において，平均すると 8°C km−1程度の大きい気温減率が，強
い対流の一因となっていた。
（3）冷気の厚さと移動速度
　京都の現地気圧は，毎正時の観測値によると，1100JSTの 1002.9 hPaが 1200JSTに 1001.6 hPaに下
がったが，1300JSTには 1004.4 hPaと前面の到達前よりも 2.8 hPa上昇している。
　この気圧上昇が密度の大きい冷気によるものと考え，静力学の式と状態方程式を用いて冷気の厚さ




kg m−3，ρ2=1.18 kg m






あるが，実測値はこれより小さく 1.0前後である。そこで，ここでは，Fr1の値を 1.0として Cの値を
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